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教育 動画 音楽 ゲーム コミュニケーション

有益な情報

社会との繋がり

• 有害コンテンツ
• 詐欺
• いじめ
• 偽情報
• 炎上
• 闇バイト
• ミスコミュニ

ケーション
etc.. 

エンパワーメント 取り返しのつかない
トラブルやトラウマ

背景

-メディアリテラシー教育の必要性-
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教育 動画 音楽 ゲーム コミュニケーション

有益な情報

社会との繋がり

• 有害コンテンツ
• 詐欺
• いじめ
• 偽情報
• 炎上
• 闇バイト
• ミスコミュニ

ケーション
etc.. 

エンパワーメント 取り返しのつかない
トラブルやトラウマメディアから受けるリスクを極力減らし、最大限に恩恵を享受するための知識、思考、行動

=メディアリテラシー

自然には身につかない

教育の必要性

デビッド・バッキンガム. (2023). メディア教育宣言. (水越伸 監訳, 時津啓・砂川誠司訳). 世界思想社.

背景

-メディアリテラシー教育の必要性-
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背景

-生徒を取り巻くメディア環境-

ネット利用の増加、スマートフォンの普及

→『メディア利用の多様化と個別化』

3生徒の体験と物語創作を通したメディアリテラシー教育

2014年
68.6%

10代のスマートフォンの利用率

2023年
96.4%

10 代のテレビリアルタイム視聴平均時間とネット利用平均

2014年
ネット：109.3分
テレビ：91.8分

2023年
ネット：257.8分
テレビ：39.2分

総務省情報通信政策研究所(2024). 令和5 年度 情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査報告書. 総務省.
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背景

-生徒を取り巻くメディア環境-

新たなサービスの登場、既存サービスの衰退

→『目まぐるしいメディア環境の変化』

4生徒の体験と物語創作を通したメディアリテラシー教育

10 代の主なソーシャルメディア系サービスアプリ等の利用率の推移 総務省調査における主なソーシャルメディアの変遷

総務省情報通信政策研究所. 平成26年度〜令和5 年度 情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査報告書. 総務省.

X→Instagram→TikTok
調査対象から外れていったサービス：

mixi, GREE, Google+, Vine,  Mabage…
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背景

-生徒を取り巻くメディア環境-

5生徒の体験と物語創作を通したメディアリテラシー教育

＜街頭調査概要＞
日 時  2024年1月14日（日）10時～18時及び1月28日（日）10 時～17 時
場 所  みんなの森ぎふメディアコスモス
対 象 高校1 年生～3 年生 計45 名
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• 『メディア利用の多様化と個別化』

• 『目まぐるしいメディア環境の変化』

→教員が生徒のメディア利用実態を十分に把握できない

→同じクラスの生徒同士でさえ、互いのメディア環境を知らない

6生徒の体験と物語創作を通したメディアリテラシー教育

背景

-生徒を取り巻くメディア環境-
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問題意識

-知識注入型、ケーススタディの限界-

• メディアリテラシーを教える際に扱うべきケースが多様過ぎる
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ソーシャルメディア時代のメディア・リテラシーの構成要素(中橋2021)

8生徒の体験と物語創作を通したメディアリテラシー教育

中橋雄(2021). メディア・リテラシー論: ソーシャルメディア時代のメディア教育. 北樹出版.

(1)メディアを使いこなす能力 a. 情報装置の機能や特性を理解できる
b. 情報装置を操作することができる
c. 目的に応じた情報装置の使い分けや組み合わせができる

(2)メディアの特性を理解する能力 a. 社会・文化・政治・経済などとメディアとの関係を理解できる
b. 情報内容が送り手の意図によって構成されることを理解できる
c. メディアが人の現実の認識や価値観を形成していることを理解できる

(3)メディアを読解、解釈、鑑賞する能力 a. 語彙・文法・表現技法などの記号体系を理解できる
b. 記号体系を用いて情報内容を理解することができる
c. 情報内容から背景にあることを読み取り、想像的に解釈、鑑賞できる

(4)メディアを批判的に捉える能力 a. 情報内容の信憑性を判断することができる
b. 「現実」を伝えるメディアも作られた 「イメージ」 だと捉えることができる
c. 自分の価値観に囚われず送り手の意図・思想・立場を捉えることができる

(5)考えをメディアで表現する能力 a. 相手や目的を意識し、情報手段・表現技法を駆使した表現ができる
b. 他者の考えを受け入れつつ、自分の考えや新しい文化を創出できる
c. 多様な価値観が存在する社会において送り手となる責任・倫理を理解できる

(6)メディアによる対話とコミュニケーション能力 a 相手の解釈によって、 自分の意図がそのまま伝わらないことを理解できる
b. 相手の反応に応じた情報の発信ができる
c. 相手との関係性を深めるコミュニケーションを図ることができる

(7)メディアのあり方を提案する能力 a. 新しい情報装置の使い方や情報装置そのものを生み出すことができる
b. コミュニティにおける取り決めやルールを提案することができる
c. メディアのあり方を評価し、調整していくことができる

問題意識

-知識注入型、ケーススタディの限界-
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問題意識

-知識注入型、ケーススタディの限界-

• 情報モラルの観点からも、扱うべきケースが多岐に渡る

• SNS利用

• ネット依存

• 誹謗中傷

• 著作権、肖像権、

• 真偽判断

・・
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• ケーススタディは当事者意識が持てない

• 極端な題材：「冷凍庫に入る」「おでんツンツン」「醤油ぺろぺろ」など

→自分はそんなことしない

• 多様なメディアと変化の中で

• TVを題材に → 私はTVを見ません

• Instagramを題材に → 私はTikTokしかしてません

• 時代の変化による陳腐化

• 教員のトレンド把握の限界
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問題意識

-知識注入型、ケーススタディの限界-
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仮説

具体的にメディアリテラシーの要素やケースを追いかける

メディアを通して人や社会とどのように関わっていくのか、自身の評価軸を作る

→さまざまなメディアリテラシー要素の基盤となる思考力・判断力

11生徒の体験と物語創作を通したメディアリテラシー教育
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手法

• メディアとの関わりに関する内省

• 他者のメディアとの関わり方との相対化

• ケースや統計データではなく、”身近な他者“との比較

12生徒の体験と物語創作を通したメディアリテラシー教育

＝社会

メディア

関係

自分自身の体験 クラスメイトの体験相対化
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参考

-Arts Based Researchの方法論を用いて-

「ABRは創造的なアートの考え方を研究文脈に用いる、知識構築のための領域横断的なアプローチ」

(Leavy2017 p. 15)

• 作品例：《あなたでなければ、誰が?》
ダニエル・ヴェッツェル(リミニ・プロトコル)、田中みゆき、小林恵吾(NoRA) ×植村遥、萩原俊矢× N sketch Inc.

自己の感覚や体験を振り返り、他者や社会と相対化させる手法は、

本研究の目指すメディアリテラシー教育を実現するためのアプローチとして

有効性を持つ

• 生徒の創作活動を通した内省と社会との関わりや変容の可能性を
思考する活動
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Leavy Patricia (2017). アートベース・リサーチ・ハンドブック. Japanese. Ed. by 岸磨貴子, 川島裕子, 荒川歩, and 三代純平. 福村出版(2024).
21 21 DESIGN SIGHT (2021). ルール？ 展. url:https://www.2121designsight.jp/downloads/rule/document_ja.pdf (visited on01/12/2024).
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授業の流れ

-活動1：メディア体験の振り返り・可視化・共有・考察・ディスカッション-

14

• メディア体験に関するエピソードの振り返りと共有

• メディアに対する感覚の振り返りと共有

• メディアの要素に関する調査と考察

• グループディスカッション

• 活動1 の振り返り

生徒の体験と物語創作を通したメディアリテラシー教育
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活動1-1
-メディア体験に関するエピソードを振り返り、他の生徒のメディア体験を知る活動-
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• メディア体験に関するエピソー
ドを入力

• 送信したエピソードは、他の生
徒に匿名の吹き出しの形で共有

Student A Student B

【観察結果】
他者の記述をきっかけに、自
身のエピソードを思い出して
いる様子が見られた

相互理解と、振り返りが同時
に行われている
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活動1-1
-メディア体験に関するエピソードを振り返り、他の生徒のメディア体験を知る活動-
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• 各エピソードについてそれぞれの共感度や経
験数に応じて並べ替えを行う

共感の高さ

同様の経験数
の多さ

【アンケート結果より】
SNSの活用方法によって、便利だと思っ
ているところと改善すべきだと思ってい
るところが人それぞれ違うということが
分かりました

他者の体験と自己の体験の相対化
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＜実践と結果＞

エピソードの振り返りと共有

• 生徒がそれぞれ自身の経験に基づいてエピソードを記述し共有していく様子が見受けられた

• 他の生徒の記述から連想される形でエピソードを記述している

• 自身への振り返りと他者の経験を知ることが相互作用的に積極的に行われた

エピソードの分類１、２

• 生徒が一つ一つの記述を読み、吟味しながら分類・再配置を行なっている様子が観察された

生徒の体験と物語創作を通したメディアリテラシー教育

活動1-1

-メディア体験に関するエピソードを振り返り、他の生徒のメディア体験を知る活動-



愛知県立緑丘高等学校 橋本正隆

活動1-1

-メディアに対する感覚を振り返り、他の生徒の感覚を知る活動-

21

1. 設問：「あなたにとって、

SNSには良い面と悪い面

がどれくらいの割合で存

在しますか？」

2. スライドバーを用いて自

身の感覚と一致する割合

を設定し送信する

3. 共有された他の生徒の感

覚を画面に積み重ねて表

示

*回答方法として、痛みなど数量的に評定しにくい項目に用いられる評定尺度法であるVisual Analog Scale（VAS）法を参考に設計

山下利之(2015). “特集３人間工学のための計測手法第3 部：心理計測と解析（1）”. 人間工学.51 4, pp. 226–233. 

生徒の体験と物語創作を通したメディアリテラシー教育
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＜実践と結果＞

メディアに対する感覚の振り返りと共有

• 自分にとってのメディアの存在について思考しながら回答している様子が見られた

• 生徒はメディアを受け取る感覚の多様さを目の当たりにしていた

生徒の体験と物語創作を通したメディアリテラシー教育

活動1-1

-メディアに対する感覚を振り返り、他の生徒の感覚を知る活動-
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活動1-2

-メディアの要素を調査し、自身の体験との関連を考察する活動-

• 普段使用しているメディアの要
素について調査を行う

• メディアの要素と自身の体験の
関連性について考察する
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＜実践と結果＞

• 「SNS利用における悪い面」のエピソードで共感を得ていた生活リズムの乱れに関連づけて考察

24生徒の体験と物語創作を通したメディアリテラシー教育

活動1-2

-メディアの要素を調査し、自身の体験との関連を考察する活動-
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活動1-3 

-ディスカッション-
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活動1-4
-活動の振り返り-
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授業の流れ

-活動2：メディア体験に関するストーリーの創作と考察・発表-

27

• メディアに関する「起こり得るストーリー」の創作

• メディアに関する「もしものストーリー」の創作

• 「もしものストーリー」の考察

• 創作したストーリーと考察の発表

• 活動2の振り返り

生徒の体験と物語創作を通したメディアリテラシー教育
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活動2-1 
- 「起こり得るストーリー」の創作-
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• 活動１で振り返り共有したエピソード
を参考に、現在起こり得るストーリー
をグループで創作する

• 創作の過程で、
• 自身の体験の振り返り
• 他者の体験や受け止めへの理解
• 社会的な背景と自身の体験の関連

付け
などが行われる
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活動2-2
-「もしものストーリー」の創作-
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• 「起こり得るストーリー」がメ
ディアの変化によって、どのよう
に変わる可能性があるかを検討す
る

• 創作の過程で、
• 未来の可能性
• 社会参与の可能性
について考える
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活動2-1、2-2

-実践結果-
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活動2-1、2-2

-実践結果-
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活動2-3
- 「もしものストーリー」の考察-
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• 創作した「もしものストー
リー」について、良い面、問題
点について、自分の視点、メ
ディア側の視点、社会的な視点
から考察する

• メディアを取り巻く複雑さや、
トレードオフの関係について



愛知県立緑丘高等学校 橋本正隆

活動2-3

- 「もしものストーリー」の考察-

＜実践と結果＞

• 個人、SNS 運営者、社会の観点から検討を行なうことが

できた

• 多くのグループがストーリーの創作時間が足りず考察時間

にまで延長して活動することになり考察時間が十分に確保

できず、グループB は考察を完了することができなかった
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愛知県立緑丘高等学校 橋本正隆

活動2-4

-ストーリーの表現と考察の発表-

34生徒の体験と物語創作を通したメディアリテラシー教育
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活動2-5

-活動の振り返り-
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実践結果

生徒の経験や知識を基盤とし、グループでの創作活動を通して展開される授業
デザインは、本研究が目指すメディアリテラシー教育に対して相当の成果を示
した

今後の課題

• 活動の精選、時間配分の最適化

• 今後のメディアとの関わり方に対して思考や考察を促す授業デザインの検討
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発展の可能性

37

＜メディア体験とメディアに対する感覚を振り返り、共有する活動＞

• 定量的な情報を組み合わせることや、振り返りのテーマ設定の多様化

• より具体的なテーマを設定することで、個々のメディア体験を掘り下げたり、生徒が提案したテーマ
の使用することによって教員の想定を超えた学びの展開

＜メディアの要素を調査し、自身の体験との関連を考察する活動＞

• 調査の際により具体的なテーマ設定を行うことで、限られた時間の中で有意義な活動が展開できる可
能性

＜メディア体験に関するストーリーを協働で創作し発表する活動＞

• ストーリーの深化と表現方法の多様化

• ABRの方法論から、ストーリ創作に限らず、生徒自身が撮影した写真によるフォトコラージュや映像
作品の制作などを用いる可能性

生徒の体験と物語創作を通したメディアリテラシー教育
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＜教師の役割＞

• 教師は学習の管理者ではなく、生徒の主体的な学びを支援する環境の設計者

• 教員が生徒のメディア利用実態を完全に把握することは困難

• 事前に学ぶべき知識を用意するのではなく、生徒たちの現実に向き合い、彼らの経験や

知識から共に学び合う姿勢が重要

生徒の体験と物語創作を通したメディアリテラシー教育
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メディアとの関わりを考えること

＝ 社会との関わりや人とのコミュニケーションの在り方を考えること

＝ 生徒たちが自身の生き方そのものを見つめ直す契機を提供する可能性
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